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１ 学力・学習状況調査の結果 

（１）埼玉県学力・学習状況調査の結果＜対象学年：４～６年生＞（５月１２日実施） 

 ・国語：埼玉県平均を４年生が上回り、５年生がやや下回り、６年生が平均値。 

 ・算数：埼玉県平均を４年生が上回り、５・６年生が下回った。 

（２）全国学力・学習状況調査の結果＜対象学年：６年生＞（５月２７日実施） 

 ・全国平均を１００とした平均正答率で比べると、国語・算数ともに全国同程度の結

果であった。 

・国語、算数ともに長い文章問題、複数の資料を使った問題、文章で解答を記述する

問題になると正答率が下がり、さらに無解答率が上がっている傾向であった。 

 

２ 今後の学習ポイント 

 〇国語の学習 

  ・授業の中で「書く」活動を多く取り入れる。原稿用紙の使い方や段落関係、指示

語の使い方等についても朝自習の「にこまるタイム」を活用しながら、学習を進

める。 

  ・「各学年で学ぶ漢字」の着実な習得を目指す。 

 〇算数の学習 

  ・ＴＴを効果的に取り入れ、個別指導や放課後のステップアップ教室の充実により、

基礎的・基本的な学力の定着を図っていく。 

 ・児童のつまずきが見られる単元の問題を、朝自習等で重点的に取り組みを行う。 

 ◇社会の学習 

  ・地域社会、国土と産業、歴史、政治、国際理解についての理解を深めさせる。 

  ・資料の読み取りや活用する力を身に付けさせる。 

 ◇理科の学習 

  ・見通しをもった観察・実験などを通して問題解決の能力を育てる。 

  ・実験用具の名称及び扱い方を覚え、安全で正確な使用方法を身につけさせる。 

 

３ 家庭学習習慣化のポイント 

  その１：基本的な生活習慣を身につけさせましょう。 

  （早寝・早起き・朝ごはん、時間を守る、気持ちの良いあいさつ、返事・整理整頓） 

  その２：学習環境を整えましょう。 

  （決まった場所で・一定の時間を・テレビを消して） 

  その３：がんばりを認め励ましましょう。 

  （子どもがやる気になる魔法の言葉をかけましょう。） 

  例えば、『丁寧に書けたね。』『前より上手になったね。』『集中力がついてきたね。』 

 

 本調査からは、学習面以外にも記述式の無解答率が多い傾向が見られました。何事に

も最後まで諦めないで取り組む力や子どもたちの規範意識・自己有用感を高める支援は

とても大切なことと考えております。学校教育活動は、学校・家庭・地域との連携、協

働なしでは成立いたしません。今回の調査結果を今後の学校教育活動に反映させてまい

ります。今後ともよろしくお願いいたします。 


